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『輝學研究』第78号
,2000年(平 成十二年)

は
じ
め
に

い
う
ど
り

根
津

美
術
館

の
平
成
十
年
秋
季
特
別
展
は
、
『墨
の
彩
ー
大
阪
正
木
美
術
館
三
十
年
』
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
出
品
さ
れ
な
い

も
の
の
図
録
に
は
、
正
木
美
術
館
所
蔵
の
墨
蹟

・
水
墨
画
の
重
要
作
品
を
参
考
作
品
と
し
て
図
版
が
採
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
15
に

「横

川
景
三
墨
蹟
道
旧
疏
」那
掲
載
さ
れ
、
高
橋
範
子
氏
が
解
説
さ
れ

て
い
る
。
私
な
り
に
こ
の
道
旧
疏
を
読
ん
で
み
た

い
と
思

っ
た
の
が
こ
の

拙
稿
で
あ
る
。

墨
蹟

に
つ
い
て
も
、
古
文
書
に
つ
い
て
も
、
素
人
で
あ
る
私
が
勇
を
鼓
し
た
の
は
、
図
版
が
鮮
明
で
あ
り
、
道
旧
疏

(
つ
ま
り
四
六
餅
麗

体

で
作
成
さ
れ
て
い
る
)
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
長
年
に
亙
り
、
日
本
禅
宗
史
や
墨
蹟
に

つ
い
て
研
究
さ
れ

て
き
た

加
藤
正
俊
教
授

の
退
休
記
念
号
に
横
川
景
三
の
墨
蹟
を
取
り
上
げ
る
の
も
、
な
に
が
し
か
の
意
義

の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

っ
た

こ
と

で
あ
る
。

49
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一

墨
蹟
文
書

こ
れ

ま
で
日
中
の
交
流
に
関
す
る
論
文
を
書

い
て
き
て
、
史
料
と
し
て
墨
蹟
を
用
い
て
き
た
も
の
の
、
墨
蹟
と
い
う
こ
と
に
あ
ま
り
こ

だ
わ
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
墨
蹟

の
も

つ
重
要
性
を
再
認
識
し
た
の
は
、
「
「無
爾
可
宣
」
筆
墨
蹟
」
(『中
世
の
日
中
交
流
と
禅
宗
』
所
収
、

吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
)と

い
う
小
編
を
書
い
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
に
は
、
い
わ
ゆ
る
古
文
書
は
、
敦
煙
文
書
や
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
文
書

、
そ
れ
に
明
代
の
も
の
以
外
は
殆
ど
残

っ
て
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
に
は
、
宋

元
の
墨
蹟
が
多
く
伝
存

し
て
い
る
。
ま
た
、

わ
が
国

の
中
世
の
墨
蹟
も
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
ま
か
に
い

っ
て
、

一
行
書
以
外
の
大
半

の
も
の
は
、
古
文
書

の
範
疇
に
入
れ

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
「墨
蹟
文
書
」
と
い
う
概
念
が
使
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

現
在

、
墨
蹟
と

い
う
と
、
禅
僧

の
書
い
た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
中
国
で
も
日
本

の
中
世

で
も
本
来
は
字

の
通

　こ

り
解
さ

れ
て
い
た

。
利
休
は
、
「海
道
人
の
墨
跡
は
、

一
段
見
事
に
候
」と

い
っ
て
(桑
田
忠
親

『利
休
の
書
簡
』
伽

河
原
書
店
、

一
九
六

一
年
)
、
海
粟
道
人
、
す
な
わ
ち
元
の
漏
子
振
の
も
の
も
墨
蹟
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
た
と
え
ば
、
天
正
十
四
年
六
月
八
日
の
大
坂
城

で
の
秀

吉
の
茶
会
に
は
、
床
に
虚
堂
智
愚
の
墨
蹟
が
掛
け
ら
れ
る
(桑
田
前
掲
書
84
)
と
い
う
よ
う
に
、
禅
僧

の
も
の
が
茶
掛
け
と
し
て
珍

重
さ
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
自
然
に
墨
蹟
と
い
え
ば
、
禅
僧
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
る
。
時
代
と
し
て
は
、
近
世
以
後
と
考
え
て
よ

い
で

あ
ろ
う

。

先
に
、
「元
朝
に
お
け
る
中
峰
明
本
と
そ
の
道
俗
」
(『禅
学
研
究
』
六
四
号
、

一
九
八
五
年
)
で
引
用
し
た
、
中
峰

の
山
翁
和
尚
あ
て
書
翰

も
、
日
本
に
将
来
さ
れ
、
そ
れ
を
利
休
が
多
賀
新
左
衛
門
秀
種
の
た
め
に
表
具
を
し
、
茶
掛
け
と
し
て
い
る
(桑
田
前

掲
書
61
)
。
宋
元
の

禅
僧
の
墨
蹟
が
珍
重
さ
れ
る
と
、
贋
物
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
利
休
が
近
江
で
買
い
入
れ
た
密
庵
成
傑

の
も
の
は
、
北
向
道
陳
、
松

江
隆
仙

か
ら
贋
物
と
判
定
さ
れ
、
焼
き
捨

て
ら
れ
た
と
い
う

(筒
井
紘

一
『新
版
利
休
百
話
』
33
密
庵

の
墨
蹟
、
淡
交
社
、

一
九
九
九
年
)
。

私
が
こ

こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
墨
蹟
が
古
文
書
と
し
て
用
い
得
る
か
、
ど
う
か
に
掛
か

っ
て
い
る
。
極
端
に

い
う
と
、
た
と
え
贋

物
で
あ

ろ
う
と
も
、
そ
の
内
容
が
史
料
と
し
て
堪
え
得
る
も
の
な
ら
ば
、

一
向
に
構
わ
な
い
。
た
と
え
ば
、
中
国
や

日
本

の
儒
経
が
、
史



料
価
値
を
減
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
当
時
の
社
会

に
受
容
さ
れ
た
実
相
を
写
し
出
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

墨
蹟
は
、
禅
林
か
ら
流
出
し
て
も
、
茶
掛
け
と
し
て
大
事
に
扱
わ
れ
た
た
め
に
、
今

日
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
と
も

い
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
な
か

っ
た
。
日
中
の
禅
宗
史
、
交
流
史
の
上
で
貴
重
な
史
料

と
な
り
う
る
も
の

が
墨
蹟

で
あ
る
。

二

罧
父
住
相
国
江
湖
疏
目
子

正
木
美
術
館
の
道
旧
疏
を
読
み
解
く
手
掛
か
り
と
な
る
は
ず
の
僧
伝
や
灯
史
と
い
っ
た
類

の
も
の
に
森
父
は
列
伝
さ

れ
て
い
な
く
て
、

ど
う
調

べ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
、
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
思
案
し
て
い
た
。
何
か
手
掛
か
り
を
と
、『
大
日
本
史
料
』
を
見
て
も
、
ま

だ
森
父
乾
道
の
寂
年
ま
で
は
編
纂
さ
れ
て
い
な
く
、
仕
方
な
く
『史
料
綜
覧
』
を
見
る
と
、
幸
い
に
も
明
応
元
年

(
一
四
九
二
)
八
月
廿
七
日
、

九
月
廿
七
日
、
二
年
三
月
廿
日
の
条
に
、
森
父
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
史
料
源
と
し
て
『
蔭
涼
軒
日
録
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『蔭

も
く

す

涼
軒
日
録
』
を
探

っ
て
み
る
と
、
幸
運
に
も
「江
湖
疏
目
子
」
(延
徳
四
年
八
月
四
日
の
条
)
に
行
き
当
る
こ
と
に
な
る
。
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江
湖
疏
目
子

新
命
相
國
森
父
和
尚
、
諦
乾
適
、
本
貫
備
之
前
州
。
蓋
建
長
前
住
也
。
童
艸
而
隷
年
山
、
寓
筆
硯
於
先
盧
養
浩

軒
。
遷
藏
司
而
乗
彿

焉

。
遊
春
漢
天
與
二
宗
匠
之
門
、
攻
餅
催
之
業
、
代
而
劃
之
者
敷
　
。
粗
渉
内
學
、
最
長
法
華
。
客
居
不
易
投
挟
、
東
遊
干
川
干
尾

歴

三
十
年
。
小
院
之
在
尾
者

日
璽
源
、
在
川
者
日
満
目
。
晩
出
世
雲
門
、
而
視
象
於
駿
之
清
見
也
。
適
嗣
柏
心
操
。
天
徳
愛
山
、
皆

其
燕
居
之
所
也
。
操
嗣
智
海
大
珠
輝
師
、
々
嗣
智
畳
普
明
國
師
。
芥
室
仙
壷
、
幻
齋
獺
雲
、
廼
覧
海
二
師
之
偏
室
別
號
也
。
新
命
今

年

七
十
四
歳
。
平
目
以
天
龍
乃
愛
山
翁
之
熟
庭
、
特
要
駕
輕
車
。
於
此
而
官
府
推
穀
而
補
本
山
之
席
、
不
亦
可
乎
。

し
ん
め
い

新
命
相
国
の
森
父
和
尚
、
誹
は
乾
遣
、
本
貫
は
備
の
前
州
。
蓋
し
建
長
の
前
住
な
り
。
童
鼎
に
し
て
年
山
に
隷
し
、
筆
硯
を
先
盧
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ひ
ん
ぽ
つ

お
さ

養
浩
軒
に
寓
す
。
蔵
司
に
遷
り

て
乗
払
す
。
春
渓
(洪
曹
)
・
天
与
(清
啓
)
の
二
宗
匠
の
門
に
遊
び
、
餅
麗
の
業
を
攻
め
、
代
わ

っ

げ
ず

し
ば

ほ

て
之
を
剴
る
こ
と
数
し
ば
す
。
粗
ぼ
内
学
に
渉
り
、
最
も
法
華
に
長
ず
。
客
居
、
挟
を
投
じ
易
か
ら
ず
、
東

の
か
た
川
に
尾
に
遊

　　
　

ぶ
こ
と
三
十
年
を
歴
た
り
。
小
院
の
尾
に
在
る
者
、
霊
源
と
日
い
、
川
に
在
る
者
、
満
目
と
日
う
。
晩
に
雲
門
に
出
世
し
て
、
駿

　　
　

の
清
見
に
視
象

す

。
適
は
柏
心
(周
)操
に
嗣
ぐ
。
天
徳

・
愛
山
は
、
皆
な
其
の
燕
居
の
所
な
り
。
操
は
智
海

大
珠
禅
師
に
嗣
ぎ
、

(禅
)師
は
智
覚
普
明
国
師
に
嗣
ぐ
。
芥
室

・
仙
壺
、
幻
齋

・
癩
雲
は
、
廼
ち
(智
)覚

・
(智
)
海

二
師
の
偏
室

・
別
号
な
り
。
新
命

ほ
っ

は
今
年
七
十
四
歳
。
平
日
、
天
龍
乃
ち
山
翁
の
熟
処
を
愛
す
る
を
以
て
、
特
に
軽
車
に
駕
せ
ん
と
要
す
。
此

に
於
て
官
府
推
穀
し

て
、
本
山
の
席
に
補
す
。
亦
た
可
な
ら
ず
や
。

延
徳

四
年
(
一
四
九
二
)
八
月
四
日
こ
の
目
子
を
渡
さ
れ
た
茂
叔
集
樹
は
、
森
父
が
相
国
寺
に
住
持
す
る
際

の
江
湖
疏
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
る
。
茂
叔
は
十
三
日
に
そ
の
草
案
を
蔭
涼
軒

の
亀
泉
集
証
の
も
と

へ
持

っ
て
行
き
、
意
見
を
求
め
て
い
る
。

　　
　

廿
七
日
、
森
父
は
相
国
寺
に
開
堂
入
寺
す
る
こ
と
に
な
る

。
天
気
は
快
晴
で
あ

っ
た
。
山
門
疏
は
景
徐
周
麟
西
堂

が
作
製
し
、
前
堂
首

座
の
承
英
西
堂
が
こ
れ
を
読
み
、
諸
山
疏
は
慕
真
桂
哲
西
堂
が
こ
れ
を
作
製
し
、
後
板
の
周
陵
首
座
が
こ
れ
を
読
み
、
道
旧
疏
は
梅
雲
承

意
が
作
製
し
、
書
記

の
等
樟
書
記
が
こ
れ
を
読
み
、
江
湖
疏
は
茂
叔
西
堂

の
作

っ
た
も
の
を
東
蔵
主
の
法
叔
蔵
主
が

こ
れ
を
読
み
、
同
門

疏
は
月
翁
周
鏡
が
作
製
し
、
等
紳
西
堂
が

こ
れ
を
読
ん
だ
。
こ
れ
ら
入
寺
疏

の
う
ち
、
景
徐

の
作
製
し
た

「森
父
住
相
国
山
門
疏
」
は
、
『翰

　　
　

林
萌
藍
集
』
巻

一
(『
五
山
文
学
全
集
』
第
四
巻
、
四
頁
)
に
入
っ
て
い
る

。

三

罧
父
住
相
国
道
旧
疏

道
旧
疏
も
作
製
さ
れ
る
に
際
し
、
「道
旧
疏
目
子
」
を
渡
さ
れ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
疏
が
作
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
目
子
は
、
今

に
伝
わ
ら
な

い
も
の
の
江
湖
疏
目
子
と
内
容
を
等
し
く
す
る
と
み
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
次
に
正
木
美
術
館
所
蔵

の
道

旧
疏
を
見
る
こ
と
に
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す
る
。

道
奮

弦
審

前
建
長
森
父
大
輝
師
、
榮
麿

大
檀
越
征
夷
大
將
軍
鈎
命
、
視
蒙

萬
年
山
相
國
承
天
暉
寺
。
於
是
雪
髪
霜
髪
、

　

　

[講購難
㌻
∵

共

惟

、

○

●

新
鶴

籍

尚
森

師
〔盤

鍵

　

　

文
章
有
神
、
洛
蕪
羽
翼
朔
窯
領
袖
、

轟

欝

季
嚢

元
方
纂

　

不
隔
三
川
市
朝
、

〔奏

州
募

以
道
義
講
習
者
、
聞
斯
盛
墨
、
弗
勝
柞
躍
。
胃
率
製
疏
、
以
叙
豚
菖
云
。

頭

}
八
字
称マ
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松

栢
下
無
凡
草
、
人
焉
度
哉
、

[芝
薯

纂

天
之
纂

　

塵

≧
虐
空
會
読
法
、

〔歩
永
晶
騒

　

　

萬

山
傳
塞
源
伽
陀
、
中
秋
月
白
、

〔九
老
藷

纂

晩
響

延
徳
四
年
歳
舎
壬
子
八
月

前
南
輝
中
瀧
團

前
南
輝
桂
悟
團

前
建
仁
元
瞳
國

前
南
輝
景
藍
國

前
南
輝
寳
松
圃

前
建
仁
聖
畜黒
囲

一 一
結 襲

句句

目
疏

前
南
灘
龍
埋
團

前
天
龍
景
照
園
凹

前
建
仁
徳
日品
幽

前
南
輝
龍
統
國

前
建
長
等
墨
圃

小
補
景
三
㎜
凹

こ
こ

道

旧

弦
に
審
ら
か
に
す
、

　　
　
　
　
　

前
建
長
森
父
大
禅
師
、
大
檀
越
征
夷
大
将
軍
の
鈎
命
に
栄
麿
し
、
万
年
山
相
国
承
天
禅
寺
に
視
筆
す
。
是
に
於
て
雪
髪
霜
髪
、

あ
い

そ

を
以
て
講
習
す
る
者
、
斯
の
盛
挙
を
開
き
、
柞
躍
に
勝
え
ず
。
胃
率
い
て
疏
を
製
し
、
以
て
豚
の
旧
を
叙
し
て
云
う
。

智
海

六
六
院
の
開
堂
に
当
り
て
、
子
孫
を
生
み
孫
子
を
生
み
、

[
雲
門

非
非
想
よ
り
退
位
す
る
と
脚

人
天
を
見

天
人
を
号

七
八
生
知
識
の
尊
を
承
け
、

[百
丈
氏
清
規
の
弊
を
革
む
。

う
や
う
や

共
し
く
惟
み
る
に
、

道
義
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新
霜

国
籍

尚
大
禅
師
[蒲

尋

文
章
に
神
有
り
、
洛
党

の
羽
翼

朔
党

の
領
袖
、

[兄
弟
踵
を
継
ぎ
、
季
方
鰺
乗
し
元
方
御
車
す
。

三
川
の
市
朝
を
隔
て
ず
、

〔八
州

の
都
督
を
歴
た
り
。

か
く

松
栢
の
下
に
凡
草
無
く
、
人
焉
ん
ぞ
慶
さ
ん
や
、

〔芝
蘭
の
室

自
然
に
馨
る
、
天
の
徳
な
り
。

塵
塵

の
虚
空

説
法
を
会
し
、

〔歩
歩
水
晶

荘
嚴
を
域
る
。

万
山

霊
源
の
伽
陀
を
伝
え
、
中
秋
月
白
く
、

[九
老

普
明
の
僧
舎
に
遊
び
、
晩
歳
髪
黄
し
。

延
徳
四
年
歳
舎
壬
子
八
月

日
疏
す
。

　

　

　

　

八
対
か
ら
な
り
、
蒲
室

の
疏
法
か
ら
す
る
と
、
結
句
に
単
対
が

一
つ
入
る
と
原
則
通
り
に
な
る
。
蒙
頭
の
隔
対
は
、
堂
子
位
人
と
句
末

　

　

　

　

　

　

　

　

の
平
灰
が
な
り
、
単
対
二
句
と
併
せ
て
四
句
と
み
る
と
子
人
尊
弊
と
な
る
。
八
字
称
は
、
八
字
連
続
と
し
て
み
る
と

、
・頭
字
上
毛
と
な
る
。

○

●

●

○

●

O

O

●

●

O

O

●

O

過
句

の
隔
対
は
、
神
袖
踵
車
と
な
り
、
単
対
と
併
せ
る
と
袖
車
朝
督
と
な
る
。
襲
句
の
隔
対
は
、
草
哉
馨
也
と
な
り
、
単
対
と
併
せ
て
哉

　

　

　

　

　

　

　

也
法

厳
と
な
る
。
結
句
の
隔
対
は
、
陀
白
舎
黄
と
な
る
。
こ
の
入
寺
疏
は
四
六
文
と
し
て
リ
ズ
ム
に
適

っ
て
い
る
。

以
下
、
疏

の
出
典
を
中
心
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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○
道
旧
は
、
『
禅
林
象
器
箋
』道
旧
に
、
「忠
曰
く
、
道
旧
と
は
道
友
を
謂
う
。
道
を
以
て
相
交
わ
る
、
故
に
道
と
言

い
、
旧
識
な
り
」
と

つ
つ
し

こ
こ

あ

る
。
○

薙

審

は

、

『
蒲

室

集

』
疏

35

の
序

に

、

「
恭

ん

で
審

か

に

す

、
…

…

」
と

あ

り

、
49

の
序

に
、

「薙

に
行

宣

政

院

の
疏

を

以

て
、
…

…

」

と

あ

る

。

○

森

父

は

、

『
扶

桑

五

山

記

』

四

、

相

国

寺

住

持

位

次

に

、

「
八

十

二
世

、

森

父

和

尚

、

諜

乾

遣

」
と

あ

り

、

『
五

山

歴

代

』

相

国

　
　

　
　

寺
住
持
位
次
に
、
「八
十
二
、
森
父
乾
道
、
嗣
松
心
操
、
延
徳
四
年
八
月
廿
七
日
入
寺
」
と
あ
る
。
○
栄
麿

は
、
『
蒲
室
集
』
疏
35
、

「行
宣

あた

　
　
　

政
院

の
公
選
に
麿

っ
て
、
…
…
」と
あ
る
。
『
補
庵
京
華
別
集
』前
聖
福
玉
浦
珍
西
堂
住
東
福
江
湖
疏
に
(『
五
山
文
学
新

集
』
第

一
巻
、
五

一

　　
　
　
　
　

○
頁
)
、
「江
湖

弦
に
審
か
に
す
、
前
席
聖
福
玉
浦
大
禅
師
、
大
檀
越
准
三
宮

の
鉤
命
に
栄
腐
し
、
恵
日
山
東
福
禅

寺
に
視
象
す
。
凡
そ

吾
が

三
笠
四
蓑
し
江
湖
に
在
る
者
、
斯
の
盛
挙
を
開
き
、
翁
然
歓
呼
し
、
手
の
舞
い
足
の
踏
む
を
知
ら
ず
、
胃
率

い
て
疏
を
製
し
、
以
て

其
の
駕
を
勧
む
」
と
あ
る
。
○
相
国
寺
入
寺
に

つ
い
て
は
、
『
万
年
山
聯
芳
録
』
巻

一
(『相
国
寺
史
料
』
別
巻
)
に
、

「第
八
十
二
世
森
父
乾

　
　

道
和
尚
、
明
応
元
年
壬
子
八
月
二
十
七
日
入
寺
」
と
あ
る
。
○
道
義
は
、
『易
経
』繋
辞
上
に
、

「性
を
成
し
存
を
存
す

る
は
、
道
義

の
門
な

り
」と
あ
る
。
○
講
習
は
、
『易
経
』
免
に
、
「君
子
以
て
朋
友
講
習
す
」
と
あ
る
。
○
盛
挙
は
、
『蒲
室
集
』疏
49
に
、
「
目
を
盛
挙
に
拭
い
て
、

う

あ
い

斉

盟

に

光

る

こ
と

有

り

」
と

あ

る

。
○

晋

率

は
、

『
蒲

室

集

』
疏

45

に

、

「
勝

憧

来

帰

せ

ば

、
鐘

を

考

っ
て
胃

慶

せ

ん

」
と

あ

り

、
如

に

、

「是

も
ん

ひ
ら

に
於

て
相
率

い
て
疏
を
具
え
て
、
閣
を
排
き
以
て
請
う
」
と
あ
る
。

　　

○
智
海
は
、
『建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
六
に
、
「東
京
大
相
国
寺
智
海
正
覚
禅
師
、
誰
は
本
逸
、
姓
は
彰
氏
、
福
州
の
人
な
り
。
…
…

(上

よ

堂
し

て
曰
く
)
龍
朔
星
霜
自
従
り
後
、
秩
児
孫
に
及
ぶ
、
知
る
か
知
ら
ざ
る
か
、
喝

一
喝
し
て
下
座
」
と
あ
り
、
本
逸

は
雲
門
宗
に
属
す
る
。

は

『嘉

泰
普
灯
録
』巻
八
に
、
「東
京
智
海
普
融
道
平
禅
師
、
仙
都
の
人
、
族
は
許
氏
。
…
…
後
六
び
道
場
に
生
し
、
四
び
詔
旨
を
被
る
」
と

お
し
よ
う

　　
ゑ
　
　
　

あ
る
。
『扶
桑
五
山
記
』
四
、
相
国
寺
住
持
位
次
に

「廿
二
、
厳
中
禾
上
、
諦
は
周
霊
、

普
明
に
扁
ぐ
。
応
永
廿
年
癸

巳
三
月
廿
三
日
入
寺
、

正
長

元
年
戊
申
六
月
廿
六
日
入
滅
、
寿
七
十
。
智
海
大
珠
禅
師
と
勅
詮
す
。
軒
、
養
浩
と
日
い
、
塔
、
持
地
と
日
い
、
西
山
に
在
り
」と
あ

る
。
厳
中
は
、
天
寧
寺
(備
前
、
諸
山
)
、
等
持
寺
(山
城
、
十
刹
)、
相
国
寺

・
相
国
寺
再
住

・
天
龍
寺

・
南
禅
寺
と
六
院
に
住
持
し
た
。

智
海

を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
直
接
に
は
厳
中
を
指
し
、
間
接
に
は
相
国
寺
の
名
を
宋
に
遡

っ
て
述

べ
る
機
縁
の
語
で
あ
る
。
〇
六
六
院
は
、
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対
か
ら
す
る
と
、
六
院
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
○
雲
門
説
非
非
想
退
位
は
、
『
碧
巌
録
』
第
三
三
則
、
陳
尚
書
看
資
福

の
評
唱
に
、
「雲
門

云
く
、
経
中
に
道
う
、

一
切
の
治
生
産
業
、
皆
な
実
相
と
相
違
背
せ
ず
と
。
且
ら
く
道
え
、
非
非
想
天
よ
り
、
即
今
幾
人
退
位
す
る
有
る

や
」
と
あ
る
。
雲
門
は
、
雲
門
文
優
を
指
す
と
同
時
に
、
森
父
が
初
め
て
住
し
た
神
龍
山
雲
門
寺

(丹
後
、
諸
山
)
を
指
す
。
〇
七
八
生
知
識

は
、
無
準
師
範
ー
無
学
祖
元
-
高
峰
顕
日
i
夢
窓
疎
石
-
春
屋
妙
萌
1
厳
中
周
豊
-
柏
心
周
操
-
森
父
乾
適
と
い
う
法
系
を
さ
す
。
○
百

丈
氏
清
規
は
、
『
小
補
東
遊
集
』規
伯
号
頒
序

(『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、
六
〇
頁
)
に
、
「我
が
百
丈
祖
…叢
林
を
創

め
、
以
て
清
規
を
講

　　
ね

ず
。

舌

古
の
典
章
な
り
」
と
あ
る
。

○
舌
頭
は
、
『蕉
堅
稿
』永
相
山
住
京
城
安
国
茶
湯
榜
に
、

「某
、
方
は
肘
後
に
霊
し
、
眼
は
舌
頭
に
正
し
」
と
あ
る
。
○
卍
字
は
、
『
方

広
大
荘
厳
経
』巻
三
、
誕
生
品
に
、
「八
十
種
好
は
、
…
…
七
十
八
、
髪
に
五
卍
字
有
り
」
と
あ
る
。
○
頗
上
三
毛
は
、
『
晋
書
』
巻
九
二
、
顧

す
が
た

さ
と

憧
之
伝

に
、

「嘗
て
斐
楷
の
象
を
図
き
、
頬
の
上
に
三
毛
を
加
う
。
観
る
者
神
明
殊
勝
を
覚
る
」と
あ
る
。

　
　

○
文
章
は
、
『宋
史
記
事
本
宋
』巻
四
五
、
洛
蜀
党
議
に
、
「
(太
后
曰
く
)
先
帝
毎
に
卿
が
文
章
を
諦
し
、
必
ず
歎
じ
て
曰
く
、
奇
才
、
奇

才
と
。
但
だ
未
だ
卿
を
進
用
す
る
に
及
ば
ざ
る
の
み
」
と
あ
る
。
○
洛
党
羽
翼
朔
党
領
袖
は
、
『
小
学
紺
珠
』
巻
六
、
元
祐
三
党
に
、
「洛
党

(程
願
を
領
袖
と
為
し
、
朱
光
庭

・
質
易
等
を
羽
翼
と
為
す
)
。
蜀
党

(蘇
載
を
領
袖
と
為
し
、
呂
陶
等
を
羽
翼
と
為
す
)
。
朔
党
(劉
摯
を
領

袖
と
為
す
)
」と
あ
る
。
○
継
踵
は
、
『景
徳
伝
灯
録
』
巻

一
九
、
南
嶽
惟
勤
章
に
、
「師
は
梁
開
平
中
に
続
宝
林
伝
四
巻
を
撰
し
、
貞
元
の
後

禅
門
継
踵
の
源
流
を
紀
す
」
と
あ
る
。
○
季
方

・
元
方
は
、
『
後
漢
書
』巻
九

二
、
陳
宴
伝
に
、
陳
建
、
字
は
仲
弓
、
頴
川
許
の
人
な
り
。
-
:

六
子
有

り
。
紀

・
謳
最
も
賢
。
紀
、
字
は
元
方
、
至
徳
を
以
て
称
せ
ら
れ
、
兄
弟
孝
養
、
閨
門
雍
和
。
後
進
の
士
、
皆
な
其

の
風
を
推
慕

す
。
…
…
弟
謳
、
字
は
季
方
、
紀
と
徳
を
斉
し
く
し
行
を
同
じ
く
す
」
と
あ
る
。
○
駿
乗

・
御
車
は
、
『漢
書
』巻
四
、
文
帝
本
紀
に
、
「乃

し

お

ち
宋
昌

を
し
て
駿
乗
せ
令
む
。

(注
)
師
古
曰
く
、
乗
車
の
法
、
尊
者
左
に
居
り
、
御
者
中
に
居
り
、
又
た

一
人
有
り
。
車

の
右
に
処
り
、

　

　

以
て
傾
倒
に
備
う
」
と
あ
る
。
御
者
を
平
灰
の
の
上
か
ら
御
車
と
す
る
。
〇
三
川
は
、
『
蕉
堅
稿
』答
久
庵
和
尚
書
に
、
弦
に
承
従
者
、
暫
く

伊
豆
を
離
れ
、
三
川
に
坐
夏
す
と
」
と
あ
る
三
河
を
さ
す
。
〇
八
州
は
、
八
郡
の
こ
と
、
尾
張
を
さ
す
。
○
都
督
は
、
不
詳
。
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し
ぼ

お
く

○
松

栢
は
、
『
論
語
』
子
牢
篇
に
、

「子
曰
く
、
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
栢

の
彫
む
に
後
る
る
こ
と
を
知
る
」
と
あ
り
、
『
蕉
堅
稿
』

性
天
由
首
座
住
播
州
円
応
江
湖
疏
に
、
「松
栢
衆
木
に
異
な
り
、
凛
冬
に
在
り
て
益

≧
貞
、
鳳
風
凡
禽
に
殊
な
り
、
醗
泉
に
非
ざ
れ
ば
則
ち

飲
ま
ず
」
と
あ
る
。
松
栢
は
、
栢
心
周
操
を
さ
す
。
義
教
は
、
…鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
が
京
都
に
反
い
た
際
に
(永
享
の
乱
)
、
囚
わ
れ
た
持
氏

を
上
杉
憲
実
に
謙
伐
す
る
よ
う
に
と
命
ず
る
使
節
に
柏
心
を
用
い
て
い
る
(玉
村
竹
二
『円
覚
寺
史
』
二

一
六
頁
、
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
)
。

　　

な

い
ず
く

○
人
焉
度
哉
は
、
『論
語
』
爲
政
篇
に
、

「子
曰
く
、
其
の
以
す
所
を
視
、
其
の
由
る
所
を
観
、
其
の
安
ん
ず
る
所
を
察
す
れ
ば
、
人

焉
ん

か
く

そ
度
さ
ん
や
、
人
焉
ん
ぞ
痩
さ
ん
や
」
と
あ
る
。
○
芝
蘭
室
は
、
『
孔
子
家
語
』
巻
四
、
六
本
篇
に
、
「善
人
と
居
る
は
、
芝
蘭
の
室
に
入
る

が
如
し
。
久
し
く
し
て
其

の
香
を
聞
か
ず
。
師
ち
之
と
化
す
」
と
あ
り
、
『蕉
堅
稿
』
祭
亮
声
遠
文
に
、
「芝
蘭
を
庭
階

に
蒔
え
、
玉
樹
の
先

い
か

委
を
何
ん
」
と
あ
る
。
○
天
之
徳
は
、
柏
心

の
燕
居
の
所
を
も
さ
す
。
○
塵
塵
は
、
『碧
巌
録
』第
五
〇
則
、
雲
門
塵
塵

三
昧
本
則
に
、

「挙

す
、
僧
雲
門
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
塵
塵
三
昧
。
門
云
く
、
鉢
裏

の
飯
、
桶
裏

の
水
」
と
あ
り
、
『絶
海
語
録
』
孤
山
和
尚
三
十
三
年
忌

請
陞
座
に
、
「
=

向
上
の
巴
鼻
を
提
綴
し
、
塵
塵
格
外

の
霊
機
を
揆
転
す
」
と
あ
る
。
○
歩
歩
は
、
『景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
四
、
清
涼
文
益

章
に
、

「問
う
、
十
二
時
中
、
如
何
が
行
履
す
。
師
曰
く
、
歩
歩
踏
著
す
」
と
あ
る
。
塵
塵
、
歩
歩

の
対
は
、
『
小
補
東
遊
続
集
』
竹
心
妙
貞

禅
尼
乗
炬

(『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、

一
五
五
頁
)
に
、

「歩

≧
毘
盧
の
頂
頸
を
躇
着
し
、
塵
塵
自
己
の
家
珍
を
運
出

す
」
と
あ
る
。
○
水

晶
は
、
『
禅
月
集
』
巻

一
九
、
蜀
王
入
大
慈
聴
講
に
、

「玉
節
金
珂
響
き
雷
に
似
、
水
晶
宮
殿
歩
み
斐
回
す
」
と
あ
る
。

○
霊
源
は
、
尾
張
に
あ
る
小
院
。
○
伽
陀
は
、
『景
徳
伝
灯
録
』
巻

=

、
仰
山
慧
寂
章
に
、

「章
宙
は
潟
山
に
就
い
て

一
伽
陀
を
請
う
」

な

と
あ

る
。
○
中
秋
月
白
は
、
『焚
川
別
集
』
猿
に
、

「月
白
く
煙
青
く
水
暗
流
し
、
孤
猿
恨
を
街
み
中
秋
に
叫
く
」
と
あ
り
、
『
蕉
堅
稿
』象
山

首
座
住
妙
光
江
湖
疏
に
、
「東
嶺
に
分
座
し
て
、
幾
た
び
か
月
白
く
風
清
き
を
見
る
」
と
あ
る
。
〇
九
老
は
、
『
夢
漢
筆

談
』巻
九
、
人
事
に
、

　　
　

「唐

の
白
楽
天
洛
に
居
り
、
高
年
者
八
人
と
遊
ぶ
、
之
を
九
老
と
謂
う
」と
あ
る
。
○
普
明
僧
舎
は
、
春
屋
妙
苗

の
住

し
た
寺

の
こ
と
。
こ

こ
は
相
国
寺
を
さ
す
。○
晩
歳
は
、
『
杜
甫
詩
選
』莞
村
第
二
首

(岩
波
文
庫
)
に
、
「晩
歳
生
を
楡
む
に
迫
ら
れ
、家
に
還
る
も
歓
趣
少
な
し
」

と
あ

る
。
○
髪
黄
は
、
『皮
目
休
文
集
』
巻

一
〇
、
橡
媚
歎
に
、

「秋
深
く
し
て
橡
子
熟
し
、
散
落
す
榛
蕪
簡
。
値
値
た
り
黄
髪
の
姐
、
之



　

　

を
拾
い
て
農
霜
を
践
む
」と
あ
り
、
黄
髪
が
平
灰
の
上
か
ら
髪
黄
と
な

っ
て
い
る
。

森
父
乾
適
に
は
、
文
集
は
な
い
。
新
命
の
旧
き
道
友
を
探
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
間
接
的
な
が
ら
、
こ
の
道
旧
疏
を
書

い
た
横

　　
　
　
　

川
景
三
の
交
友
を
少
し
許
み
る
こ
と
に
す
る
。
『小
補
東
遊
続
集
』
持
正
字
説
(『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、

一
九
〇

頁
)
に
、
「東
山
の
持

　　
　
　

　　
ま
　
　
　

　　
　
　

正
提
公
侍
者
は
、
乃
ち
大
寂
派
下
の
俊
秀
な
り
。
余
が
友
桂
林
老
人
に
従

っ
て
学
ぶ
」と
あ
り
、
疏
に
署
名
す
る
桂
林
徳
昌
と
横
川
と
の
関

　　
　
　
　
　

　　
　
　

係
が
み

て
と
れ
る
。
『
補
庵
京
華
前
集
』

(『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、
二

一
三
頁
)
に
、
「癸
巳
歳
元
日
、
大
昌
の
天
隠
老
人
、
詩
を
作
り

　　
　
　

宜
竹
の
景
徐
蔵
主
に
寄
せ
ら
る
。
差
し
賀
歳
な
り
。
呼
二
公
は
、
余
が
故
人
な
り
」
と
あ
り
、
横
川
と
天
隠
龍
沢
、
景
徐
周
麟
と
は
、
昔
な

　　
　
　

　ま
　
　

じ
み
で
あ

っ
た
。
『
補
庵
京
華
前
集
』
(二
二
七
頁
)
次
韻
正
宗
統
首
座
寄
呈
瑞
松
希
世
師
詩
井
に
序
に
、
「東
山
薫
苓
正
宗
老
人
は
、
予
が
故

人
な
り
」
と
あ
り
、
正
宗
龍
統
と
横
川
と
は
故
人
で
あ
る
(正
宗
は
、
長
享
元
年
閏
十

一
月

・
十

二
月
に
建
仁
寺
で
蒲
室
四
六
之
図
を
講
じ

て
い
る
。
『
鹿
苑
日
録
』

一
)
。

以
上

の
出
典
を
踏
ま
え
、
以
下
に
現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
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道
旧

こ
こ
に
明
ら
か
に
す
る
。

前
建
長
寺
森
父
大
禅
師
は
、
大
檀
越
征
夷
大
将
軍
の
御
尊
命
に
応
じ
て
、
万
年
山
相
国
承
天
禅
寺
に
住
持
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
真

っ
白
な
耳
ぎ
わ

の
毛
や
白

い
あ
ご
ひ
げ

の
生
え
た
、
仏
道
を
習
う
旧
き
道
友
が
、
こ
の
盛
挙
を
聞
き
、
喜
び
で
手
を
打

っ
て
躍

り
上
が
る
の
を
押
さ
え
よ
う
も
な
く
、
誘
い
あ

っ
て
疏
を
作
り
、
そ
の
旧
好
を
述
べ
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

北
宋
の
本
逸

(雲
門
宗
)
が
大
相
国
寺

の
智
海
院
な
ど
六
院
に
応
じ
て
演
法
し
、
法

の
子
孫
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う

に
、
厳
中
周
霊
も
六

院
に
住
し
て
法
を
新
命

へ
と
伝
え
る
。
雲
門
文
優
が
意
識
も
無
意
識
も
な

い
境
地
か
ら
降
り
て
来

て
説
法
す
る
と
、
人
間
界
の
凡
夫
で

も
天
上
界
の
神
々
で
も
般
若
の
空
が
分

っ
た
よ
う
に
、
春
屋
妙
蒔
も
雲
門
寺
で
空
を
説
い
た
。
無
学
祖
元
に
よ
り
無
準
師
範
の
法
が
中

国
か
ら
伝
え
ら
れ
て
七
八
代
の
善
知
識
に
よ
り
森
父

へ
と
継
承
さ
れ
、
百
丈
清
規
に
よ
り
宗
門
の
弊
害
を
革
め
た
。
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・
恭
し
く
惟
み
る
に
、
新
命
相
国
寺
堂
頭
森
父
和
尚
大
禅
師
は
、
舌
に
仏
陀

の
よ
う
な
卍
字
が
現
れ
、
説
く
と
こ
ろ
正
法
に
か
な

い
、

顧
憧
之
が
像
を
画
く
の
に
、
ほ
お
上
に
三
本
の
毛
を
加
え
た
ら
生
き
生
き
し
た
よ
う
に
、
少
し
辞
句
を
加
え
た
ら
文
章
が
生
き
生
き
す

る
も
の
を
も

つ
。

文
章
に
霊
妙
な
趣
が
あ
り
、
北
宋
の
程
伊
川
や
劉
摯

の
よ
う
な
文
章
力
が
あ
り
、
後
漢

の
陳
宴
の
二
子
、
紀

(元
方
)が
御
者
と
な
り
、

謳

(秀
方
)
が
そ
え
の
り
と
な

っ
て
兄
弟
が
踵
を
継

い
で
徳
行
を
等
し
く
し
た
よ
う
に
、
柏
心
門
下
の
森
父
と
虚
中

周
願
は
、
兄
た
り
難

く
弟
た
り
難
き
も
の
が
あ

っ
た
。
三
河
の
町
(満
月
院
)
に
住
し
、
尾
張
の
統
領
、

つ
ま
り
霊
源
院
の
住
持
を
歴
任

し
た
。

松
や
檜

の
下
に
は
雑
草
が
な
い
よ
う
に
、
柏
心
周
操
の
下
で
は
、
隠
れ
よ
う
が
な
い
。
芝
や
蘭
と

い
っ
た
香
草

の
あ
る
部
屋
か
ら
自

然
に
香
り
が
し
て
く
る
よ
う
に
、
森
父
が
柏
心
の
香
り
に
同
化
す
る
の
は
自
然

の
働
き
で
あ
る
。
個
物

で
あ
り

つ
つ

一
切
を
含
む
虚
空

か
ら
説
法
を
会
得
し
、

一
歩
ご
と
に
水
晶
宮
(相
国
寺
)
は
荘
厳
さ
を
増
す
。

相
国
寺
は
仏
性
の
顕
れ
で
あ
る
梵
唄
を
伝
え
、
時
は
中
秋
の
明
月
に
当
る
。
年
を
と
り
白
髪
と
な

っ
た
か

つ
て

の
修
行
仲
間
が
春
屋

の
住
し
た
相
国
寺
に
新
命
森
父
の
入
院
を
機
縁
に
交
遊
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
道
旧
疏
は
、
旧
き
道
友
を
代
表
し
て
横
川
景
三
が
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
署
名
押
印
す
る
。

四

道
旧
疏

の
製
作
者

正
木
美
術
館
の
道
旧
疏
は
、
横
川
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
入
院
に
際
し
等
樟
書
記
が
読
み
上
げ
た

も
の
は
、
梅
雲
承
意

が
作
製
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
霧
父
の
相
国
寺
入
寺
に
当

っ
て
、

一
通
あ

っ
た
ら
よ
い
わ
け
で
、
二
通
も
の
道
旧
疏
を

必
要
と
は
し
な

い
。

横
川
の
今
に
残
る
墨
蹟
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

a
、
季
安
号
頒
、

一
華
号
偶
(『承
天
閣
美
術
館
名
宝
図
録
』
28

・
31
、

一
九
八
四
年
)
。

b
、
松
月
杜
鴫
図
賛

(『
鹿
苑
寺
名
宝
展
図
録
』
75
、
承
天
閣
美
術
館
、

一
九
八
四
年
)
。
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c
、
七
言
律
詩
(『慈
照
寺
名
宝
展
図
録
』
5
、
承
天
閣
美
術
館
、

一
九
八
五
年
)
。

d

布
袋
唐
子
図
賛
(『ボ

ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
日
本
絵
画
名
品
展
図
録
』
34
、
東
京
国
立
博
物
館

・
京
都
国
立
博
物

館
、
一
九
八
三
年
)
。

e

芙
蓉
図
賛
(『開
館

二
十
五
周
年
記
念
図
録

日
本
の
芸
術
』
55
、
正
木
美
術
館
、

一
九
九
三
年
)
。

f

観
曝
図
賛
(『北
山

・
東
山
文
化
の
華
i
相
国
寺

・
金
閣

・
銀
閣
名
宝
展
』
酬
、
根
津
美
術
館
、

一
九
九
五
年
)
。

9

傅
大
士
偶
(『大
阪

・
正
木
美
術
館
三
十
年
ー
墨
の
彩
』
参
考
作
品
14
、
根
津
美
術
館
、

一
九
九
八
年
)
。

h

山
水
図
賛

(島
田
修

二
郎

・
入
矢
義
高
監
修

『
禅
林
画
賛
ー
中
世
水
墨
画
を
読
む
』
m
、
毎
日
新
聞
社
、

一
九

八
七
年
。
藤
懸
静
也

「小
補
賛
山
水
図
解
」
『
国
華
』
五
六
〇
号
、

一
九
三
七
年
)
。

こ
れ
ら
の
墨
蹟
と
道
旧
疏
と
を
比
べ
て
見
る
と
、
ま
さ
し
く
、
横
川
の
書
い
た
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
疏
に
は
古
き
道
友
達
が
、

一
人

一
人
署
名
押
印
し
て
い
て
、
横
川
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
余
地
が
な
い
。

梅
雲
承
意
が
作
製
し
た
道
旧
疏
は
、
森
父
の
入
寺
の
目
に
先
立
ち
、
草
案
を
蔭
涼
軒
に
持
参
し
、
写
し
が
作
ら
れ

て
い
る
(『蔭
涼
軒
日

録
』
延
徳
四
年
八
月
十
三
日
の
条
)
。
も
と
も
と
道
旧
疏
は
、
森
父
の
所
望
に
よ

っ
て
、
元
鹿
苑
僧
録
の
月
翁
周
鏡
が
横
川
に
作
製
を
命
じ
、

山
門
疏

は
景
徐
周
麟
に
命
じ
、
江
湖
疏
は
蔭
涼
職

の
亀
泉
集
証
に
命
じ
て
い
る
。

道
旧
疏
の
最
後
に
、

「小
補
景
三
口
幽

」
と
署
名
す
る
仕
方
は
、
横
川
が
相
国
入
寺
法
語
の
添
削
を
希
世
霊
彦
に
求

め
た
際
に
も
全
く
同

じ
署
名
押
印
を
し
て
い
る
(『
補
庵
京
華
新
集
』
『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、
六
二
〇
頁
)
。
ま
た

「書
唱
和
詩
後
」
(六
九

一
頁
)
に
も
、
押

印
は
な

い
も
の
の
「小
補
景
三
」
と
署
名
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
小
補
と
景
三
の
入
る
署
名
は
、
小
補
巷
…
横
川
景
三

(
二
九
七
頁
)、
前
景
徳

横
川
景

三
…
小
補
之
室

(三
〇
六
頁
)、
小
補
横
川
曼
景

三
(三
九

一
頁
)、
小
補
野
柄
景
三
(四
二
二
頁
)
、
前
相
国
横

川
景
三
…
小
補
之
室

(四
三

一
頁
)、
前
相
国
小
補
景

三
(四
三
四
頁
)
、
小
補
子
景
三
(四
七
九
頁
)
、
前
相
国
横
川
景
三
…
常
徳
小
補
之
室

(五
二
七
頁
)、
小
補

横
川
景

三
(五
八
七
頁
)、
小
補
陀
僧
景
三
(七
八
九
頁
)
、
小
補
散
人
景
三
(八
〇

一
頁
)
、
小
補
曳
景
三
(九
四
五
頁
)
等
と
用
い
る
。
署
名

押
印
か
ら
い
っ
て
も
、
ほ
ぼ
横
川
の
書
と
い
っ
て
よ
い
。
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梅
雲

は
文
筆
の
指
導
を
横
川
よ
り
受
け
、
文
明
十

一
年

(
一
四
七
九
)
十

一
月
二
日
の
冬
節

の
乗
払
に
は
、
横
川
が
索
話

・
提
綱

・
拮
提

の
代
作

を
し
て
い
る
(『
補
庵
京
華
後
集
』
『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、
三
七
七
頁
)
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
横
川
は
「梅
雲
字
説
」
(『補
庵
京

華
前
集

』
『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、
二
七
〇
頁
)
を
書
き
与
え
て
い
る
。
の
ち
、
梅
雲
は
、
か
え

っ
て
横
川
の
代
作

「仙
桂
字
説
」
(『
補
庵

京
華
外
集
』
下
、
『
五
山
文
学
新
集
』
第

一
巻
、
八
四
三
頁
)
を
書
く
こ
と
に
な
る
。

　　
　
　
　

普

広
の

一
派
、
芳
公
侍
者
は
、

万
年
の
英
な
り
。

　　
　
　

其

の
氏
族
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
赤
松
源
府
君
の
磨
下
、
島
津
氏
の
寧
馨
に
し
て
、

老
人
に
従

っ
て
游
び
、
玉
成
見
る
べ
し
。
…
…
此
を
書
き
以
て
字
説
と
為
す
。

延
徳
壬
子
三
月
吉
辰
、
前
南
禅
横
川
隻
景
三
、
筆
を
小
補

の
室
に
潅
う
。

天
資
穎
敏
、
孜

≧
と
し
て
善

を
為
す
。

　　
　

亡
友
揚
拍

(妙
俊
)

仙
桂

口
芳
の
た
め
の
字
説
を
梅
雲
が
学
芸
上
の
師

で
あ
る
横
川
に
代

っ
て
書

い
た
こ
と
は
、
何
も
特
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
五
山
文
学

　　

を
ひ
も
と
け
ば
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る

。
こ
の
よ
う
な
代
作
と
い
う
こ
と
に
考
え
が
及
ぶ
と
、
も
し
横
川
の
文
集
に

こ
の
疏
が
収
録
さ
れ

た
場
合
、
「森
父
住
相
国
道
旧
疏

梅
雲
代
」
と
題
名
が
立
て
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。
中
国

の
塔
銘
の
よ
う
に
書
い
た
と
す
れ
ば
、

森
父
住
相
国
道
旧
疏

梅
雲
意
首
座
撰

前
南
禅
横
川
三
書

と
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　　
　

な
お
、
森
父
は
最
初
、
誰
を
乾
肖
と
い
っ
た
が
、
建
長
寺

の
居
公
文
を
発
給
す
る
際

に

、
侍
衣
が

い
う
に
は
、
公
文
帳
を
調
べ
て
み
る

と
、
肖

の
字
を
適
と
し
た
ら
ど
う
か
と
、
蔭
涼
職
に
い
っ
て
い
る
(『
蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
三
年
十

一
月
十
七
日
の
条
)
。
蔭
涼
職
が
将
軍
の



　

　

判
を
加
え
た
と
き
、
乾
適
西
堂
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
森
父
本
人
に
も
尋
ね
て
諦
を
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。
森
父
乾
肖
は
、
リ
ズ
ム
か
ら

　

　

　け
　

い
う
と
、
二
四
不
同
に
か
な

っ
て
い
る
が
、
『荘
子
』
の
遽
遙
遊
か
ら
森
父
乾
適
と
し
た

の
で
あ
ろ
う

。

延
徳

四
年
八
月
十
日
、
喬
年
宝
松
が
相
国
寺
を
退
き
勝
定
院
に
帰
る
と
、
新
命
森
父
の
公
帖
御
判
が
出
さ
れ
、
廿
七
目
に
入
寺
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
九
月
十
六
日
に
は
退
鼓
し
大
智
院
に
帰

っ
て
い
る
。
退
院
の
上
堂
に
逢

っ
た
横
川
が
覚
え
て
い
た

一
偶
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
(『蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
四
年
九
月
十
六
日
の
条
)
。

　

　

　

　

去
也
聖
恩
來
也
恩

　

　

　

　

芒
鮭
竹
杖
不
留
痕

　

　

　

有
人
若
問
吾
山
樂

　

　

　

　

　ね
　

永
可
田
園
猫
掩
門

ま

去
る
も
也
た
聖
恩

来
る
も
也
た
恩
、

芒
鮭
竹
杖

痕
を
留
め
ず
。

有
る
人
若
し
吾
が
山
の
楽
し
み
を
問
わ
ば
、

永
く
田
園
に
独
り
門
を
掩
う
可
し
。
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九
月
十

一
日
、
南
禅
の
公
帖
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
日
書
立
が
到
来
し
、
十
七
日
森
父
の
南
禅
寺
坐
公
文

の
御
判
が
出
さ
れ
、

廿

一
日
に
は
南
禅
公
帖
と
陞
座

の
御
礼
を
蔭
涼
軒
に
伸
べ
、
明
応
元
年
十
月
十
九
日
陞
座
の
草
案
を
提
出
し
、
十

一
月
七
日
大
智
院
の
半

齋
、
斎
会
が
終
る
と
陞
座
し
、
森
父
は
拮
香
し
た
。
五
山
之
上
南
禅
寺

の
前
住
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
森
父
長
老
は
、
功
成
り
名
遂
げ

て

明
応
二
年

二
月
廿
六
日
尾
州
で
病

の
た
め
示
寂
し
た
。

お
わ

り
に

森
父
は
、
応
永
廿
六
年
(
一
四

一
九
)
に
生
ま
れ
、
明
応

二
年
(
一
四
九
三
)
に
七
十
五
歳
で
遷
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
玉
村
竹

二

『
五
山

禅
僧
伝

記
集
成
』
(講
談
社
、
一
九
八
三
年
)
に
は
立
伝
さ
れ

て
い
な
く
、
『大
日
本
史
料
』
の
当
該
相
国
寺
入
寺

・
示
寂
年

の
と
こ
ろ
は
ま
だ
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出
版
さ

れ
て
い
な

い
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
正
木
美
術
館
所
蔵
の
森
父
乾
適
が
相
国
寺
に
入
寺
す
る
際
の
道
旧
疏
は
、
当
然

『大
日
本
史

料
』
に
載
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
延
徳
四
年
八
月
廿
七
日
の
条
に
、
「幕
府
、
乾
遣
嬬
ヲ
相
国
寺
住
持
ト
爲

ス
、
是
日
、
乾
遣
、
入
院
ス
」

と
、
綱
文
が
立
て
ら
れ
、
景
徐
周
麟
の
山
門
疏
と
共
に
、
梅
雲
承
意
が
作
製
し
、
横
川
景
三
が
清
書
し
た
道
旧
疏
も

入
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し

て
、
明
応
二
年

二
月
廿
六
日
の
条
に
、

「前
南
禅
寺
住
持
乾
遣
嬬
寂

ス
」と
、
『蔭
涼
軒
日
録
』
に
基
づ
き
、
綱
文
が

立
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

右

の
綱
文
中
、
乾
遣
嬬
と
ま
ず
読
を
出
し
、
号
を
割
注
と
す
る
。
こ
の
書
式
は
、
『大
日
本
史
料
』を
編
纂
す
る
際
の
用
例
の
立
て
方
の
間

違

い
で
あ
る
。
号
誰
と
続
け
る
か
、
も
し
略
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
森
父
艦
・
森
父
適

・
遣
森
父
と
す

べ
き
で
あ

っ
た
。
『大
日
本
史
料
』

は
、
明
治
以
来
編
纂
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
更
、
用
例
を
変
更
す
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。
し
か
し
、
こ
の
道
旧
疏
を

見
て
も
、
道
号
と
法
誰
が
あ
る
場
合
、
公
式
に
は
、
ま
ず
道
号
を
出
す
べ
き
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

揖
年

に
亙
り
三
河
や
尾
張
の
地
に
隠
棲
し
た
森
父
が
、
晩
年
に
丹
後
の
雲
門
寺

(諸
山
)、
駿
河
の
清
見
寺

(十
刹
)
、
鎌
倉
の
建
長
寺

(五

山
)
、

相
国
寺
(五
山
)
、
南
禅
寺

(五
山
之
上
)
と
、
ば
た
ば
た
と
歴
住
し
た
こ
と
は
、
応
仁
の
乱
に
よ
る
混
乱
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る

と
み

て
よ
い
。
春
渓
洪
曹
や
天
与
清
啓
に

つ
い
て
四
六
餅
催
文
を
学
び
、
そ
の
代
作
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
相
国
寺

大
智
院
養
浩
軒
の
鹿

王
門
派

に
属
す
る
森
父
に
と

っ
て
学
藝
上
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
五
山
を
代
表
す
る
学
藝
上
の
作
家
と
は
い
え
な

い
が
、
五
山
を
支
え

る
作
家

の

一
人
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
森
父
は
、
慈
照
院
や
養
花
軒
の
聯
句
会
に
参
加
し
、
ま
た
、
禅
林
の
唱
和
詩
を
逐

一
吟
味
し
て

　お
　

い
る
点
か
ら
す
る
と

、
作
詩
に

一
家
言
あ

っ
た
と
い
え
る
。

注

(1
)
神
田
喜

一
郎
「宋
代
禅
僧
の
墨
蹟
」
(『書
道
全
集
』
第
十
六
巻
、
平
凡
社
、

一
九
五
五
年
)
参
看
。

(2
)
雲
門
寺
は
、
丹
後
の
神
龍
山
雲
門
寺
の
こ
と
。
鹿
王
門
派
の
派
祖
、
春
屋
妙
苗
が
南
禅
寺
山
門
破
却
事
件
か
ら
細
川
頼
之
と
乖
離
し
た
た
め
隠
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潜
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
森
父
の
師
柏
心
周
操
も
こ
こ
に
住
し
て
い
る
(『瑞
渓
疏
』
栢
心
操
首
座
住
雲
門
諸
山
同
門
二
疏
『五
山
文
学
新
集
』
第

五
巻
、
六

=
二
頁
)
。
雲
門
寺

へ
の
入
寺
に
は
、
鹿
王
院
の
吹
嘘
状
が
い
る
(『蔭
涼
軒
目
録
』
永
享
十
年
十
二
月
十

一
日
の
条
)
。

(3
)
霧
父
が
清
見
寺
に
入
寺
し
た
際
の
諸
山
疏
は
、
季
玉
承
球
が
作
製
し
、
江
湖
疏
は
彦
龍
周
興
が
作
り
(『半
陶
文
集
』
一
、
森
父
西
堂
住
巨
蕉
山

清
見
江
湖
疏

『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
、
八
七
〇
頁
)、
道
旧
疏
は
桃
源
瑞
仙
が
撰
述
し
(『桃
源
疏
』
森
父
西
堂
住
清
見
道
旧
疏

『
大
日
本
史

料
』
第
八
編
之
廿
九
、
延
徳
元
年
十
月
廿
八
日
の
条
)、
同
門
疏
は
、
景
徐
周
麟
が
作
文
し
た
(『
翰
林
萌
藍
集
』
巻

一
、
適
森
父
住
清
見
同
門
疏

『
五
山
文
学
全
集
』
第
四
巻
、

一
八
頁
)。
清
見
寺
に
つ
い
て
は
、
市
毛
弘
子
『巨
竈
山
清
見
興
国
禅
寺
の
歴
史
』
(新
人
物
往
来
社
、

一
九
七
四

年
)
が
あ
る
も
の
の
、
世
代
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

(4
)
相
国
寺
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
「慈
照
寺
と
と
慈
照
院
」
(『日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
二
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
八

一
年
)
、
村
井
章
介

「東

ア
ジ
ア
の
な
か
の
相
国
寺
」
(『国
境
を
超
え
て
1
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の
中
世
』
所
収
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
)、
上
田
純

一
「相
国
寺
略
史
」

(『大
本
山
相
国
寺

・
金
閣

・
銀
閣
寺
宝
展
図
録
』
所
収
、
北
海
道
新
聞
社
、

一
九
九
八
年
)
等
が
あ
る
。

(5
)
森
父
住
相
国
山
門
疏

景
徐
周
麟

O

●

理
上
伽
藍
事
上
伽
藍
、

〔喝
下
毒

下
轟

　

吾
徒
喜
道
人
婦
山
、

〔祖
嚢

童
欝

　

　

眼
飽

支
竺

、

某
轟

舞　

暉
月
有
山
居
詩
、

〔趙
州
無
柏
轟

　

捧
頭
京
洛
風
塵
、

〔蓬
棄
霧

興
慶
有
歎
、

　

知
識
難
逢
。

　

嘲
錦
衣
之
遊
龍
華
寺
、

　

指
鉄
猪
以
呼
獅
子
見
。　

過

句

　 　
八 蒙
字
称 頭
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三
千
歳
蟷
桃
結
實
、
力
起
璽
源
故
家
、

[
六
+
州
曼
陀
寒

羨

台
岳
券

　

上
坂
下
披
幾
人
退
位
、

〔此
土
他
圭

門
轟

　

　

列
十
哲
於
孫
呉
、
將
軍
定
國
、

〔修
六
度
者
轟

聖
壽
轟

森
父
相
国
に
住
す
る
山
門
疏

理
上
の
伽
藍

事
上
の
伽
藍
、

〔喝
下
の
正
覚

棒
下
の
正
覚
、

吾
が
徒
道
人
の
山
に
帰
す
る
を
喜
び
、

[祖
塔
牧
童
の
雨
を
避
く
る
を
慰
す
。

眼
支
竺
に
飽
き
、

某

[
名
夏
夷
に
喧
し
。

禅
月
に
山
居
の
詩
有
り
、

[趙
州
に
柏
樹
の
話
無
く
、ふ

頭
を
京
洛
の
風
塵
に
捧
り
、

[足
を
蓬
茉
の
清
浅
に
濯
う
。

三
千
歳
の
幡
桃
実
を
結
び
、

[

ひ
ろ

六
十
州
の
曼
陀
香
を
吹
き
、

上
披
下
披
幾
人
退
位
し
、

[此
土
他
土

一
門
荘
厳
す
。

一}
結 襲

句

興
廃

に
数

有

り
、

知
識

に
逢

い
難

し
。

句

錦
衣
の
龍
華
寺
に
遊
ぶ
を
嘲
り
、

鉄
猪
以
て
獅
子
児
を
呼
ぶ
を
指
す
。

力
め
て
霊
源
の
故
家
に
起
ち
、

労
く
台
岳
の
教
苑
に
探
る
。
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十
哲
を
孫
呉
に
列
ね
、
将
軍
国
を
定
め
、

〔

か
ぎ

六
度
を
舜
萬
に
修
め
、
聖
寿
彊
り
無
し
。

(6
)
孟
元
老

『東
京
夢
華
録
』
(入
矢
義
高
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
三
年
、

一
〇
〇
頁
)
に
東
京
開
封
府
の
相
国
寺
の
代
表
的
な
塔
頭
と
し
て
智
海

院
等
を
あ
げ
る
。

い
わ

(
7
)

『
碧

厳
録

』
第

四

一
則

、
趙
州

大

死
底

人
、

評
唱

に
、

「漸
中

の
永

光
和

尚
道

く

、
…

…
非
常

の
旨
、

人
焉

ん
ぞ

度
さ

ん
や

」
と
あ

る

。

(
8
)

『
智
覚

普

明
国

師
語

録
』

巻

一
、
後

円
融

院
震

翰

に
、

天
下
太

平

興
國
南

暉

暉
寺
住

持
春

屋

和
尚

、
乃

爲

正
畳
國

師
之

上

足
也
。

　

親
受
國
師
付
属
、

〔深
明
心
法
轟

　

道
著

一
代

、

〔覆
轟

所
謂
僧
中
之
龍

・
法
中
之
王
者
也
。

朕
辱
迎
内
殿
、　

受
付
衣
之
儀
、
而

〔勢

子
轟

聞
法
恩
大
、
皇
天
岡
極
。
愛
加
智
畳
普
明
國
師
之
號
、
用
施
皇
天
之
下

・
一
人
之
上
之
尊
云
。

康
暦
元
年
十
二
月
二
十
八
日

し
よ
く

天
下
太
平
興
国
南
禅
禅
寺
住
持
春
屋
和
尚
は
、乃
ち
正
覚
国
師
の
上
足
為
り
。親
し
く
国
師
の
不
属
を
受
け
、
深
く
心
法
の
根
源
を
明
ら
む
。

道

一
代
に
著
わ
れ
、
徳
万
邦
に
被
る
。
謂
う
所
の
僧
中
の
竜

・
法
中
の
王
た
る
者
な
り
。
朕
辱
く
も
内
殿
に
迎
え
、
付
衣
の
儀
を
受
け
て
、

も
つ

弟
子
の
礼
を
執
る
。
聞
法
の
恩
大
に
し
て
、
皇
天
極
ま
り
岡
し
。
愛
に
智
覚
普
明
国
師
の
号
を
加
え
、
用
て
皇
天
の
下

・
一
人
の
上
の
尊
を

施
わ
す
と
云
う
。

康
暦
元
年
十
二
月
二
十
八
日
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と
あ

り
、

『鹿

王

院
文

書

目
録
』

(京
都

府
教

育

委
員
会

、

一
九
九

七
年

)
巻

子
四
i

二

五

足
利

義
満

御
判

御
教

書

(
玉
村
前

掲
書

、
六

〇
七

頁
)

に
、

相

国
寺

住
持
職

事

、
有

執
務

可

被
致
造

営

沙
汰

之

状

如
件

。

永
徳

二
年

十

一
月
十

八

日

(花

押
)

普

明
国

師
禅

室

相

国
寺
住

持
職

の
事

、
執

務
有

り
造

営

の
沙
汰

を
致

さ

る

べ
き

の
状

件

の
如

し
。

永

徳

二
年
十

一
月
十

八

日

(花
押

)

普

明

国
師
禅

室

と

あ
り

、
ま
た

、
『
扶
桑

五
山

記
』

四
、
相

国
寺

住
持

位
次

に
、

「第

二
、
特

賜
智
覚

普

明
国

師

、
諦
は

妙
繭

、
号

は
春

屋
、
夢

窓
国

師

に
嗣

ぐ
。

…

…
大
智

院

に
塔
す

」
と

あ

る
。

(9
)

代
作

に

つ
い
て
は
、
朝

倉
尚

氏

の

「禅
林

に

お
け

る
代
作

に

つ
い

て
1

門
生

と
し

て

の
彦

龍

周
興

の
場
合

i

」

(『
中
世

文
学

研
究

』
第
十

四
号

、

一
九

入
八
年

)
・
「混

入
考
-
横

川

景

三
集

の
場
合

i
」
(『
国

文
学

孜
』
第

一
二
〇

号
、

一
九

八
八
年

)
・
「禅

林

に
お

け
る

代
作

に

つ
い
て
1
師

僧

と

し

て

の
横

川
景

三

の
場
合
1

」
(『
国

語
国
文

』
第

五

八
巻

第

五
号

、

一
九

八
九

年
)
等

の
論
稿

が
あ

り
、

そ
れ

に
今
泉

淑
夫

『
桃
源

瑞
仙

年
譜

』

(春

秋
社

、

一
九

九

三
年

、

三
〇

四
頁

(
74
)
)
に

ふ
れ

る
。

(10
)
実

際

に
入
寺

し
な

い
で
、
公
帖

だ

け
を

う
け

て
前

住
と

い
う
資

格

を
う

け
る

も

の
を
、
居

公
文

と

か
、
坐

公
文

・
居
成

公

文
と

い

っ
た

(今

枝

愛

真

「
公
文
と

官
銭

」
『
中

世
禅

宗
史

の
研
究

』
所
収

、
東

京

大
学

出
版
会

、

一
九
七

〇
年

。
玉
村

竹

二

「公
帖

考
」
『
日
本

禅
宗

史
論

集

』
下
之

二
、

思

文
閣

出
版

、

一
九

八

一
年

)
。

(11
)
今
泉

淑

夫
校

訂

『
鹿

苑
院

公
文

帳
』
(続
群

書

類
従
完

成
会

、

一
九

九
六
年

)

口
絵

、
相

国
寺

に
、

「森

父

乾

適
」
と
あ

る
。
よ

く
図
録

等

の
世

代

に

は
、

「乾
道
」
と

つ
く

る
が
、

こ
れ

で
は

っ
き
り
す

る
。

さ
す

が

に
承

天
閣
美

術
館

発
行

の
図
録

は
、

「乾
適

」
に

つ
く

る
。

(12
)

脚
韻

は
、

上

平
声

元
韻

で
、
韻

字

は
恩

・
痕

・
門

で
あ

る
。



退
院
す
る
の
も
天
子
の
め
ぐ
み
入
院
す
る
の
も
天
子
の
め
ぐ
み
、

わ
ら
沓
や
控
杖
の
あ
と
を
残
さ
な
い
。

あ
る
人
が
も
し
吾
が
庵
で
の
楽
し
み
を
問
わ
れ
れ
ば
、

永
く
村
里
で
独
り
た
だ
門
を
閉
じ
る
だ
け
。

(13
)
朝
倉
尚
「徐
凝
悪
詩
考
」
(『禅
林
の
文
学
-
中
国
文
学
受
容
の
様
相
1
』
所
収
、
清

文
堂

、

一
九

八
五

年
)
参

看
。
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